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1. 参 加 環 境 の す す め:   suggestions      
VR セッ ショ ン に ご 参 加 さ れ る 皆 様 に は、 以 下 の 環 境 で の ア ク セ ス を 推 奨 し て お り ま す。   

ブ ラ ウ ザ ︓ Mozilla   Firefox   (次 点   Google   Chrome,   Microsoft   Edge,   Safari)   

< あ れ ば 嬉 し い >3D グ ラ フィッ ク ス を 扱 え る、 性 能 が 高 め の パ ソ コ ン   

ス マ ホ や タ ブ レッ ト な ど の モ バ イ ル 端 末 は 非 推 奨 （本 来 と は 異 な る 見 え 方、 高 負 荷 時 の 

キッ ク、 遅 延 が 発 生 し ま す。）   

ヘッ ド セッ ト を 利 用 す る な ど の ハ ウ リ ン グ 対 策   

イ ン ター ネッ ト 回 線 は 有 線 接 続   

不 要 な ア プ リ を 閉 じ る   

ネッ ト ワー ク セ キュ リ ティー の ご 確 認   
例 え ば 社 内 ネッ ト の セ キュ リ ティー に よ り、 マ イ ク に 音 が 入っ て い て も ブ ラ ウ ザ を 介 す 

る と 届 け ら れ な い 場 合 が あ り ま す。 こ の 場 合、 テ ザ リ ン グ な ど で 別 の ネッ ト ワー ク か ら 

ア ク セ ス す れ ば 回 避 可 能 で す。      

©2021   Yuta   Nakayama   



2     

❖モ デ ル ルー ト   
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2. 入 室 方 法   :enter    room   
★ 各 部 屋 は  Uniform   Resource   Locator  （ URL ） に よっ て 接 続 さ れ て お り ま す。   
★ 各 VR 空 間 へ の 入 室 前 に セッ ト アッ プ が 入 り ま す。   

VR セッ ショ ン HP で の 操 作   
1. VR セッ ショ ン の ペー ジ へ ア ク セ ス   
2. 参 加 環 境 、  お ね が い  に 目 を 通 す。   
3. 不 要 な ア プ リ は 閉 じ、 音 声 ま わ り を 気 を つ け る な ど、 準 備 す る。   

 （ VR 空 間 に ノ イ ズ キャ ン セ リ ン グ は ご ざ い ま せ ん。）   
4. 入 り た い セッ ショ ン の エ ン ト ラ ン ス あ る い は 談 話 室 を 選 び、 ボ タ ン を ク リッ ク   

→VR 空 間 の 読 み 込 み が 始 ま り、 セッ ト アッ プ が 開 き ま す。 ご 使 用 の 環 境 に よ り、 ロー ド は 数 
十 秒 ～ 数 分 程 度 か か る こ と が あ り ま す。 ロー ド が 遅 け れ ば キャッ シュ 消 去、 回 線 速 度 の 確 認 
な ど を 実 施）   

  
セッ ト アッ プ で の 操 作   1

5. 「部 屋 に 入 る」 を 押 す [下 図] [満 員 の 場 合 は  こ ち ら  を 参 照]     
6. ア バ ター を 選 び、  名 前 (   name-affiliation   の 形 式.   例: Akinaga-AIST) を 入 力 [下 図]  し て 

Accept   
7. ブ ラ ウ ザ に マ イ ク ア ク セ ス を 「許 可」 （間 違 え た ら スー パー リ ロー ド 等 で や り 直 し）   
8. マ イ ク テ ス ト、 音 声 出 力、 マ イ ク 入 力 デ バ イ ス を 確 認 [下 図]   
9. 「入 室」 を 押 す [下 図]     

  

以 上 で す︕ 🎊👏 　 お 楽 し み く だ さ い︕   
操 作 で 迷っ た 場 合 は こ ち ら:     操 作 方 法   :controls   

1   Tips:     セッ ト アッ プ と は︖ な に が で き る︖   
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3. 操 作 方 法   :controls   
デ ス ク トッ プ モー ド で 入 場 し た と き の 操 作 は 以 下 の 通 り で す。   
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基 本 動 作    操 作    説 明   

移 動    W,   A,   S,   D   
或 い は 矢 印   

キー ボー ド 操 作。 視 点 変 更 と 併 用 で き る と、 よ り ス ムー ズ な 移 動 
に。   

視 点 変 更    ド ラッ グ    マ ウ ス の ド ラッ グ   

ペ ン・ ポ 
イ ン タ  
ON/OFF   

P 　 或 い は 
オ ブ ジェ ク 
ト ボ タ ン   

キー ボー ド 操 作。 ポ イ ン タ と し て も 使 え る ペ ン が 現 れ る。 一 定 量 書 
く か、 時 間 が 経 つ と 自 動 で 消 え る。   

エ モー ト    数 字 or 画 面 
下 の ボ タ ン   

1:😁,   2:😂,   3:👏,   4: ❤ ,   5:👋,   6:😤,   7:😢   

部 屋 移 動    リ ン ク を ク 
リッ ク   

行 き 先 の 写 真 に カー ソ ル を 合 わ せ て  visit   room  を ク リッ ク す る と、 
別 タ ブ が 開 か れ て 行 き 先 の 読 み 込 み が 開 始   

ほ か    操 作    説 明   

音 声 入 力   
ON/OFF   

M   
或 い は ボ タ 
ン   

ボ タ ン は 画 面 下。 キー ボー ド 操 作 お よ び ボ タ ン 操 作 で 音 声 入 力 の 
ON/OFF を 切 り 替 え ら れ る。 ⚠ 音 声 入 力 が ON に も か か わ ら ず マ イ ク 
入 力 で き て い な い 場 合、 以 下 を 確 認 し て く だ さ い。   

● ブ ラ ウ ザ へ の マ イ ク ア ク セ ス を 許 可 し た か   
● ご 利 用 さ れ て い る ネッ ト 環 境 の セ キュ リ ティー   
● ほ か PC 側 の デ バ イ ス 設 定   

解 決 で き な い 場 合、 ス タッ フ ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い。   

チャッ ト    ボ タ ン    画 面 下。 セッ ト アッ プ・ 部 屋 内 の 両 状 態 で 使 用 で き る。 メッ セー ジ 
を 送 り た い 人 が 見 て く れ る か は タ イ ミ ン グ 次 第。 ア ク セ ス・ 入 退 室 
ロ グ も 表 示 さ れ る の で、 誰 が 新 し く 入っ た （出 た） か の 確 認 に も。   

退 室    ボ タ ン    画 面 右 下。 部 屋 か ら 退 出 す る。 ど こ で も 実 行 可 能。   

い ろ ん な 
設 定   

“詳 細” ボ タ 
ン   

画 面 右 下。 ア バ ター・ 名 前 の 変 更、 音 量 や 解 像 度 な ど の 詳 細 設 定 
(Preference) な ど は こ ち ら か ら。 解 像 度 を 下 げ る と 軽 く な る。   

人、 人 数 
の 確 認   

ボ タ ン    画 面 右 上。 部 屋 に い る 人 と セッ ト アッ プ 状 態 に い る 人 の 合 計 人 数 が 
わ か る。 ま た、 そ れ ぞ れ の 名 前 と ア バ ター を 確 認 で き る。   
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4. お ね が い:   rules   
他 の 参 加 者 の 皆 様 が 気 持 ち よ く 参 加 で き る よ う、 下 記 へ の ご 協 力 を お 願 い い た し ま す。   

1. ポ ス ター ルー ム に  ア ク セ ス 後 は、 速 や か に ご 入 場  い た だ く よ う お 願 い い た し ま す。   
2. VR セッ ショ ン へ の  URL を 学 会 参 加 者 以 外 へ 教 え な い で  く だ さ い。   
3. 発 表 ポ ス ター、 掲 示 物 の キャ プ チャ は 原 則 禁 止  と さ せ て い た だ き ま す。   

著 作 物 は 著 作 権 法 の も と に 法 律 で 保 護 さ れ て い ま す。 発 表 ポ ス ター、 掲 示 物 以 外 の コ ン テ ン ツ の 二 次 的 
著 作 物 に つ い て も、 必 要 な 許 可 を 得 て い な い 場 合 は” 私 的 利 用” の 範 囲 で ご 利 用 く だ さ い。   

特 別 ルー ル   チェッ ク イ ン 制 度  [最 終 日 9/23 の み]   
4. ポ ス ター 会 場 に 入 る に は、 エ ン ト ラ ン ス で の チェッ ク イ ン が 毎 回 必 要 で す 。   

　 　 チェッ ク イ ン は、 エ ン ト ラ ン ス 入 室 後 に 目 の 前 の カ ウ ン ター に て 受 け 付 け ま す。 [下 図]   
a. ポ ス ター 会 場 へ の 直 接 ア ク セ ス は 禁 止 さ れ て お り、 も し 発 見 し た 場 合 は 割 り 込 み と 

み な し て 対 応 致 し ま す。   
b. エ ン ト ラ ン ス 入 室 後、 チェッ ク イ ン カ ウ ン ター の ス タッ フ を お 訪 ね く だ さ い。 行 き 

先 と お 名 前 を お 伺 い い た し ま す。   
c. 混 雑 時、 エ ン ト ラ ン ス か ら ポ ス ター ルー ム へ の 入 室 を” チェッ ク イ ン 順” と さ せ て 頂 
き ま す。   

d. な る べ く 多 く の 方 に VR セッ ショ ン で の ご 議 論 を 楽 し ん で 頂 く 為 に ス タッ フ 一 同 努 め 
て ま い り ま す が、 場 合 に よっ て は、 談 話 室 な ど の ご 利 用 を お 願 い す る 場 合 が ご ざ い 
ま す。   

  

△ エ ン ト ラ ン ス 入 室 直 後 の 画 面。 まっ す ぐ 進 む と チェッ ク イ ン カ ウ ン ター が ご ざ い ま す。      
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5. そ の ほ か:   miscellaneous   
❖ゴー ス ト モー ド   

セッ ト アッ プ  に て 選 べ る モー ド の ひ と つ で、  部 屋 が 満 員 で も  VR 

空 間 を お 楽 し み い た だ け ま す。 （基 本 操 作） 上 空 か ら 降 り て く 

る に は、 視 点 を 会 場 に 向 け、  W( 或 い は ↑)  で 下 に 向 かっ て 進 み 

ま す。 音 声 に よ る 会 話 は で き ま せ ん が、 部 屋 の 中 に 入っ て、 参 

加 者 が 話 す 声 を 聞 く こ と が で き ま す。 ま た チャッ ト も 利 用 で き 

ま す。 状 態 と し て は セッ ト アッ プ で、 空 き が あ れ ば 入 室 で き る 

よ う に な り ま す。   

  

も し か し て、 迷 子 さ ん に なっ て し ま い ま し た か︖   
F5 （リ ロー ド） で も う 一 度 入 り 直 す の が 楽 ち ん で す。   

  

❖VR 会 場 全 体 マッ プ    
3 つ の セッ ショ ン と 談 話 室 が ご ざ い ま す。 入 場 は”  お ね が い:   rules ” の 遵 守 を お 願 い し ま す。   

  

📢 過 去 に 応 物 フォ ト コ ン で 受 賞 さ れ た 作 品 な ど の 展 示 も ご ざ い ま す の で、 是 非 ご 観 覧 く だ さ 

い。 お 知 り 合 い や ご 友 人 と お 誘 い 合 わ せ 頂 く と、 いっ そ う 楽 し め る こ と と 存 じ ま す。      
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❖VR ポ ス ター 会 場 マッ プ   

  

❖用 語 の 定 義   

©2021   Yuta   Nakayama   

用 語    定 義   

VR 空 間    移 動 で き る 仮 想 的 な 3 次 元 空 間。 こ こ で の 単 位 は [部 屋] と す る。   

1 部 屋 の 上 限 人 数    1 つ の VR 空 間 に 入 れ る 人 数 の 上 限。 今 回 は ク ラ イ ア ン ト 側 の 負 荷 を 考 慮 し 
て 20 人 に 制 限 し た。 す で に 上 限 に 達 し て い る 部 屋 に ア ク セ ス し た 場 合、 
セッ ト アッ プ (下 記) に て 待 つ こ と に な る。 ゴー ス ト モー ド で 入 る の も 一 つ 
の 選 択。   

セッ ト アッ プ    VR 空 間 に 入 る 前 の 準 備 状 態。 声 を 聞 く、 チャッ ト、 会 場 内 で の 移 動 (ゴー 
ス ト モー ド) が 可 能。 た だ し 話 せ な い。 セッ ト アッ プ 状 態、 ゴー ス ト モー 
ド の 人 数 が 増 え る と サー バー と ク ラ イ ア ン ト （参 加 者） の 両 方 に 起 因 し て 
動 作 が 重 た く な る。 （目 安 人 数 ︓ セッ ト アッ プ と 部 屋 内 合 わ せ て 100 人）   

エ ン ト ラ ン ス    VR 空 間。  空 い て い る ポ ス ター 会 場 や 談 話 室 へ の 誘 導 を 主 と す る。   

ポ ス ター 会 場    VR 空 間。  ポ ス ター が 貼 ら れ て い る。 発 表 者 が い る。   

談 話 室    VR 空 間。  部 屋 全 体 が 自 由 な ス ペー ス。   
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⚠    著 作 物 に 関 す る ご 注 意   
本 セッ ショ ン で 利 用 さ れ る ポ ス ター、 フォ ト な ど 掲 示 物、 VR モ デ ル な ど は 著 作 権 法 の 対 
象 で あ り、 法 律 に よっ て 保 護 さ れ て い ま す。 こ れ ら の 情 報 に つ い て は、 キャ プ チャ 等 の 二 
次 著 作 物 も 含 め て 「引 用」 な ど 著 作 権 法 上 認 め ら れ た 場 合 を 除 き、 原 著 作 者 の 許 可 な く 無 
断 で 複 製・ 転 用 す る こ と は で き ま せ ん。 必 要 の あ る 場 合、 原 著 作 者、 関 係 者 各 位 お よ び 
セッ ショ ン 担 当 へ ご 連 絡 下 さ い ま せ。   

❖ VR セッ ショ ン 運 営  
応 用 物 理 学 会   

❖ VR コ ン テ ン ツ・ シ ス テ ム な ど の 制 作・ 開 発・ 導 入 他   
中 山 雄 太 （神 戸 大 D3)   ＆ 中 村 健 太 郎 （九 州 大 D3)   
お 問 い 合 わ せ:    nkymkitaro@gmail.com     
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